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教員養成課程音楽専攻生のピアノ実技指導に関する一考察（1）
─ベートーヴェン《交響曲第5番 Op.67》〔2台6手のための〕の学習意義の検討から─

蛭　多　令　子　　埼玉大学教育学部芸術講座音楽分野
兼　重　直　文　　三重大学教育学部音楽教育講座
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１．はじめに

　古典派を代表するベートーヴェン〈L.v.Beethoven: 1770～1827〉は、その後を継いだ数多く
の作曲家に創作の模範となる交響曲を残したが、『運命』として広く親しまれている《交響曲第5
番Op.67》は、取り分けその役を担う最も代表すべき作品であると言っても過言ではない。そして、
楽曲の構築性と芸術性を包含する作品の一例として中学校の音楽鑑賞教材としても取り上げられ
ている。
　ところで、オーケストラ作品のピアノ編曲版での演奏は珍しくはないが、オーケストラ楽器と性
質の異なるピアノでの再現は、その表現に限界があることは否めない。しかし、オーケストラ作品
のピアノでの再現に明確な学習意義が示されれば、ピアノ学習者の学びは有益なものとなる。
　さて、本研究は、2016年3月21日に行われた間宮芳生1）編曲によるベートーヴェン《交響曲第
5番Op.67》〔2台6手のための〕の初演と2017年2月15日に発刊された本編曲作品の楽譜編集に、
蛭多・兼重が関わったことに始まる。その間宮芳生編曲版の誕生のきっかけは、日本ピアノ界の
重鎮であった田村宏2）からの委嘱による。田村は東京藝術大学在職中の1953年から2年間の在外
研修に赴いたが、同年ケルンにてフルトヴェングラー指揮ベルリンフィルハーモニー管弦楽団の
ベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》を聴き、強い衝撃を受けている。田村はその時の感動を「“神々
しい”の一語に尽きる」3）と表現し、これについて兼重は、間宮芳生編曲ベートーヴェン《交響曲
第5番Op.67》〔2台6手のための〕の出版にあたり、田村からの委嘱理由を次のように考え、楽
譜解説に記述した。

　「「“神々しい”の一語」の中に、音楽への憧憬、芸術家としてのあるべき姿、奥深いドイツ音
楽の神髄など、田村先生の言葉にならない感動が集約されている。そして、このような感動を
エネルギーとして、ご自身の人生を演奏活動と教育活動を通して音楽に捧げるに至ったのであ
る、と確信している。（中略）田村先生はこの若き日の感動が晩年に蘇り、間宮芳生先生に編曲
を依頼されたのではないだろうか。」４）

　編曲、取り分け編成については田村と間宮の両者で様々な議論が交わされ、ベートーヴェン《交
響曲第5番Op.67》には2台6手が適しているという結論に至ったとのことである。その経緯につ
いて間宮は以下のように回想している。
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　「2台のピアノを2人で弾く形もある。しかしそれでは、この曲の構成の大きさ、ベートーヴ
ェンの強い情熱と、同時に実にきめ細やかな響き、ピアニシモのすごい表現力は書き表し切れ
ない気がして来た。そこで2台のピアノを3人で弾く、1台は連弾、もう1台は力強さも示せる
1人でという、6手用にしようという考えに至った。だが今となっては、この考えが、田村先生
からか、私から出たか、記憶はさだかでない。しかし田村先生の、この編曲にかけた熱意を思
いだすと、この考えもやはり田村先生からだったような気がする。」5）

　しかし、田村は第1楽章の編曲が完成したところで他界、自ら演奏する機会はなかった。そこで
田村の熱い想いを受け継ぐべく、ピアニスト小山実稚恵6）から残された楽章の編曲を間宮芳生に
依頼、そして師の薫陶を受けた教え子たちによって『運命』プロジェクト７）を結成、初演８）、出
版となった。
　このような経緯を辿る中、初演に向けた『運命』プロジェクトによる練習過程において、オーケ
ストラ作品のピアノ2台6手での再現について、プロジェクトメンバーより様々な演奏上の意見が
出された。更に、出版に向けた編集過程においても、アンサンブルを通してその能力や個のピア
ノ実技演奏能力を高めるだけでなく、『運命』2台6手の学習体験を通して培われる本編曲作品の
学習効果が教育現場で活かせることが明らかになってきた。そこで、ピアノ実技を通しての幅広
い音楽の学びの可能性、2台6手『運命』の学習意義を検討する。

２．教員養成課程音楽専攻生の学びにおける『運命』の学習意義

　ピアノは様々な音楽ジャンルにおいて有効に活用され、音楽の授業をはじめとする教育現場で
も欠かすことはできない楽器である。一方、教員養成課程音楽専攻生の多くは、幼少より習い事
としてピアノを始め、その延長として音楽教員を目指し入学して来るケースがほとんどである。こ
のような教員養成課程音楽専攻生のピアノ実技指導においては、ハノンやチェルニー練習曲集を
始めとする基礎的な演奏技術の習得、歌唱教材の弾き歌いや初見視奏など学校現場で求められる
ピアノ実技能力の養成とともに、バロック、古典派、ロマン派、近現代の芸術性の高い作品も学
習課題としている。しかし、教員養成という括りにおけるピアノ実技指導の目的は、幅広い音楽の
学びの可能性、つまり、教育現場で活用できる実技能力の涵養を図ることにある。そこで、間宮
芳生編曲によるベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕を活用したピアノア
ンサンブル学習に着目した。
　前述のように、オーケストラ作品のピアノでの再現は、オーケストラ楽器とピアノの発音手段・
機能が異なり限界がある。しかし、複数の奏者によるアンサンブルという視点からは有益な学び
が得られる。そこで本研究では、次の2つの学びに焦点をあてた。それは、ピアノ奏者3人のア
ンサンブル能力に関わる2つの視点、“2台6手のアンサンブルと指揮との関連”、および“2台6
手アンサンブルとソルフェージュとの関連”からの検討である。そこから教員養成課程音楽専攻
生のピアノ実技指導におけるベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕の学習
意義を論ずる。
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３．事例

3-1　２台6手アンサンブルと指揮との関連
　ベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕はピアノ2台にピアニスト3名の
編成、第1ピアノ2名、第2ピアノ1名である。つまり、奏者間の合わせに複雑な絡みが生じると
ころがピアノ2台6手の特徴である。そこには奏者3人の音楽の共有という視点が必要となる。更
にピアノ2台アンサンブルでは指揮者は存在しない。従って、状況に応じてピアノ奏者の何れか
が指揮者の役割を担う適切な指示を出さなければならない。つまり指揮に関する知見が必要とな
り、奏者には身体の一部を使った、視線を伴う音楽的コミュニケーションが求められる。但し、こ
のような行為はピアニストにミスタッチが生じ易く、演奏そのものに支障を来たす可能性を含むた
め、高い集中力が必要である。
　以下、ベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕の初演に向けての練習過程
および出版に至る編集過程において、演奏者の一人が指揮者の役割を担うという視点から事例を
挙げ、2台6手アンサンブルと指揮との関連について述べる。

　なお、本文中と譜例の太数字は小節を示し、3名の奏者の表記は、第1ピアノ第1奏者を
Primo、第1ピアノ第2奏者をSecondo、第2ピアノとした。また、ピアノ奏者の指揮者の役割を
担う指示行為については“指示”と記述する。

（1）ユニゾンの対応
　第1楽章冒頭１から2 の“「運命」の動機”、オーケストラ版は弦楽5部とクラリネットのユニゾ
ン【譜例1-1】、間宮の編曲版では3人の奏者によるユニゾンである【譜例1-2】。この“「運命」の
動機”は本作品の楽曲構造上の根幹を成すものである。奏者間で入念な打合せを行い、テンポ９）

の共有を図らなければならない。以下の手順①～③で対応する【譜例1-3】。
①  3人の奏者が視線を合わせ、第2ピアノは二分音符1拍単位で2小節分、動きを伴わない予

備拍を数える。
② 第2ピアノは二分音符1拍単位で1小節分の予備拍を“指示”。
③ 第2ピアノは１の1拍目を“指示”、八分休符を3人が共有。
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【譜例 1-1】オーケストラ版：1～5               【譜例 1-2】2 台 6 手版：1～5 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン 

交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 

 

全音楽譜出版社刊 ベートーヴェン交響曲第 5 番ハ短調作品 67 

ポケットスコア 
 

【譜例 1-3】“「運命」の動機” ：1～5 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 

 

 (2)フェルマータ 10を伴うテンポの対応 

  フェルマータの長さは演奏者の解釈によって様々である。ここでは第 1 楽章冒頭“「運命」の

動機”のテンポ統一に鑑み、本事例ではフェルマータを 2 倍の長さとする。2 の“「運命」の動

機”最終音 Es 音は 2 小節分の音価、そして繰り返される 4 から 5 の 2 度目の“「運命」の動機”

最終音 D 音は 3 小節分の音価となる。以下の手順①～③で対応する【譜例 2】。この手順は 6 か

ら 19 の循環する“「運命」の動機”のテンポ維持への伏線となる。 
① 第 2 ピアノは 2 を二分音符 1 拍単位で 2 拍分の“指示”。 
② 第 2 ピアノは 3 の 1 拍目を“指示”、八分休符を 3 人が共有。 
③ 第 2 ピアノは 4 から 5 を二分音符 1 拍単位で 3 拍分の“指示”。 

 
 

（2）フェルマータ10）を伴うテンポの対応
　フェルマータの長さは演奏者の解釈によって様々である。ここでは第1楽章冒頭“「運命」の動機”
のテンポ統一に鑑み、本事例ではフェルマータを2倍の長さとする。２の“「運命」の動機”最終
音Es音は2小節分の音価、そして繰り返される4から5の2度目の“「運命」の動機”最終音D音
は3小節分の音価となる。以下の手順①～③で対応する【譜例2】。この手順は6から19の循環す
る“「運命」の動機”のテンポ維持への伏線となる。

① 第2ピアノは２を二分音符1拍単位で2拍分の“指示”。
② 第2ピアノは３の1拍目を“指示”、八分休符を3人が共有。
③ 第2ピアノは4から5を二分音符1拍単位で3拍分の“指示”。

【譜例1-3】“「運命」の動機”：1～5

【譜例1-1】オーケストラ版：1～5 【譜例1-2】２台６手版：1～5

① ② ③
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　第1楽章の再現部、第2ピアノの268の四分音符D音はフェルマータである。また“「運命」の
動機”はPrimoの269、Secondoの271の順に引き継がれている。以下の手順①～③で対応する【譜
例3-1】【譜例3-2】。

① 第2ピアノは269の八分休符の予備拍として、268のフェルマータD音の裏拍を269からの
TempoⅠで“指示”。
② 第2ピアノは269の1拍目を“指示”、八分休符を3人が共有。
③  Secondoの271は、第2ピアノの①と②の“指示”で受け継がれたテンポに留意。

　なお、前述のように“「運命」の動機”のフェルマータの長さは演奏者の解釈によって様々である。
適宜、奏者間で検討、対応することを付記しておく。

 

 

【譜例 2】2 台 6 手版：1～19               

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 1 楽章の再現部、第 2 ピアノの 268 の四分音符 D 音はフェルマータである。また“「運命」

の動機”は Primo の 269、Secondo の 271 の順に引き継がれている。以下の手順①～③で対応する

【譜例 3-1】【譜例 3-2】。 
① 第 2 ピアノは 268 のフェルマータ D 音の裏拍を 269 からの TempoⅠで“指示”。  
② 第 2 ピアノは 269 の 1 拍目を“指示”、八分休符を 3 人が共有。 
③ Secondo の 271 は、第 2 ピアノの①と②の“指示”で受け継がれた Primo の 269 から 270 の

テンポに留意。 
なお、前述のように“「運命」の動機”のフェルマータの長さは演奏者の解釈によって様々で 

ある。適宜、奏者間で検討、対応することを付記しておく。 
 

【譜例2】2台6手版：1～19

①

②

②

②

③
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【譜例 3-1】2 台 6 手版：265～271 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
【譜例 3-2】2 台 6 手版：268 

 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 
 

(3)アウフタクトへの対応 
第 2 楽章のアウフタクトで始まる冒頭の主題 1、オーケストラ版はヴィオラとチェロのユニゾ

ン【譜例 4-1】、間宮の編曲版では Primo と第 2 ピアノのユニゾンである【譜例 4-2】。 
 

【譜例 4-1】オーケストラ版：1～7     

全音楽譜出版社刊 ベートーヴェン交響曲第 5 番ハ短調作品 67 ポケットスコア 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【譜例 3-1】2 台 6 手版：265～271 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
【譜例 3-2】2 台 6 手版：268 

 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 
 

(3)アウフタクトへの対応 
第 2 楽章のアウフタクトで始まる冒頭の主題 1、オーケストラ版はヴィオラとチェロのユニゾ

ン【譜例 4-1】、間宮の編曲版では Primo と第 2 ピアノのユニゾンである【譜例 4-2】。 
 

【譜例 4-1】オーケストラ版：1～7     

全音楽譜出版社刊 ベートーヴェン交響曲第 5 番ハ短調作品 67 ポケットスコア 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

【譜例3-2】2台6手版：268（拡大）

（3）アウフタクトへの対応
　第2楽章のアウフタクトで始まる冒頭の主題1、オーケストラ版はヴィオラとチェロのユニゾン

【譜例4-1】、間宮の編曲版ではPrimoと第2ピアノのユニゾンである【譜例4-2】。

【譜例3-1】2台6手版：265～271

①

②

③

【譜例4-1】オーケストラ版：1～7
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【譜例 4-2】2 台 6 手版：1～5 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Primo と第 2 ピアノの導入部の主題 1 は 1 から始まる Secondo と第 2 ピアノバス音のユニゾン

のアンサンブル【譜例 4-2】にも影響を及ぼす重要な旋律である。3 人の奏者は主題 1 の付点に留

意、八分音符の 4 分割の拍感や導入部のイメージの共有など、奏者間で十分な打合せを行い、以

下の手順①および②で対応する【譜例 4-3】。 
 ① 3 人の奏者が視線を合わせ、冒頭からの p dolce を確認。 

② 第 2 ピアノは八分音符 1 拍単位の 2 拍分の予備拍を p dolce に留意して柔和に“指示”。 
 

【譜例 4-3】主題 1 の冒頭  

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 
 
 
第 3 楽章の冒頭、オーケストラ版はチェロとコントラバスによるユニゾン【譜例 5-1】、間宮

の編曲版では Secondo と第 2 ピアノのユニゾンである【譜例 5-2】。 
 
【譜例 5-1】オーケストラ版：1～11 

 全音楽譜出版社刊 ベートーヴェン交響曲第 5 番ハ短調作品 67 ポケットスコア 

         

 
 
 
 
 
 
      

 

 

 

【譜例 4-2】2 台 6 手版：1～5 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Primo と第 2 ピアノの導入部の主題 1 は 1 から始まる Secondo と第 2 ピアノバス音のユニゾン

のアンサンブル【譜例 4-2】にも影響を及ぼす重要な旋律である。3 人の奏者は主題 1 の付点に留

意、八分音符の 4 分割の拍感や導入部のイメージの共有など、奏者間で十分な打合せを行い、以

下の手順①および②で対応する【譜例 4-3】。 
 ① 3 人の奏者が視線を合わせ、冒頭からの p dolce を確認。 

② 第 2 ピアノは八分音符 1 拍単位の 2 拍分の予備拍を p dolce に留意して柔和に“指示”。 
 

【譜例 4-3】主題 1 の冒頭  

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 
 
 
第 3 楽章の冒頭、オーケストラ版はチェロとコントラバスによるユニゾン【譜例 5-1】、間宮

の編曲版では Secondo と第 2 ピアノのユニゾンである【譜例 5-2】。 
 
【譜例 5-1】オーケストラ版：1～11 

 全音楽譜出版社刊 ベートーヴェン交響曲第 5 番ハ短調作品 67 ポケットスコア 

         

 
 
 
 
 
 
      

 

 

 

【譜例 4-2】2 台 6 手版：1～5 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Primo と第 2 ピアノの導入部の主題 1 は 1 から始まる Secondo と第 2 ピアノバス音のユニゾン

のアンサンブル【譜例 4-2】にも影響を及ぼす重要な旋律である。3 人の奏者は主題 1 の付点に留

意、八分音符の 4 分割の拍感や導入部のイメージの共有など、奏者間で十分な打合せを行い、以

下の手順①および②で対応する【譜例 4-3】。 
 ① 3 人の奏者が視線を合わせ、冒頭からの p dolce を確認。 

② 第 2 ピアノは八分音符 1 拍単位の 2 拍分の予備拍を p dolce に留意して柔和に“指示”。 
 

【譜例 4-3】主題 1 の冒頭  

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 
 
 
第 3 楽章の冒頭、オーケストラ版はチェロとコントラバスによるユニゾン【譜例 5-1】、間宮

の編曲版では Secondo と第 2 ピアノのユニゾンである【譜例 5-2】。 
 
【譜例 5-1】オーケストラ版：1～11 

 全音楽譜出版社刊 ベートーヴェン交響曲第 5 番ハ短調作品 67 ポケットスコア 

         

 
 
 
 
 
 
      

 

　Primoと第2ピアノの導入部の主題1は１から始まるSecondoと第2ピアノバス音のユニゾン
のアンサンブル【譜例4-2】にも影響を及ぼす重要な旋律である。3人の奏者は主題1の付点に留
意、八分音符の４分割の拍感や導入部のイメージの共有など、奏者間で十分な打合せを行い、以
下の手順①および②で対応する【譜例4-3】。

① 3人の奏者が視線を合わせ、冒頭からのp dolceを確認。
② 第2ピアノは八分音符1拍単位の2拍分の予備拍をp dolceに留意して柔和に“指示”。

　第3楽章の冒頭、オーケストラ版はチェロとコントラバスによるユニゾン【譜例5-1】、間宮の
編曲版ではSecondoと第2ピアノのユニゾンである【譜例5-2】。

【譜例4-2】2台6手版：1～5

【譜例4-3】主題1の冒頭

【譜例5-1】オーケストラ版：1～11

②

①



‒ 80 ‒

 

 

【譜例 5-2】2 台 6 手版：1～6  

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

    

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

Allegro11であることから“指示”は 1 小節 1 拍単位となるが、3 拍目のアウフタクトに留意し、

Secondo と第 2 ピアノは、予備拍 2 小節を 1 小節 1 拍の 3 分割の拍感でとらえておかなければな

らない。以下の手順①および②で対応する【譜例 5-3】。 
① 第 2 ピアノは Secondo へ視線を送り、冒頭からの pp を確認。 
② アウフタクトの pp にアクセントが付かないように留意し、1 小節 1 拍単位の 2 小節分の柔

和な予備拍を“指示”。 

 

【譜例 5-3】冒頭の主題より：1～4  

  全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 

 

 

(4)テンポの変化への対応 

第 2 楽章の 205 ではそれまでの Andante12から Più moto13への指示がある。 
小節線を跨ぐ急激なテンポの変化への対応には奏者間の十分な打合せが必要である。以下の手順

①～③で対応する【譜例 6】。 
① Secondo の 203 では 205 からの急激なテンポの変化を第 2 ピアノへ予感させる視線。 
② それまでの p からフレーズの終結音の 205 の As 音がテンポ変化と同時に pp となるため、 

Secondo は 204 の 3 拍目で視線を伴った柔和な“指示”を第 2 ピアノへ送る。 
③ Secondo は Più moto のテンポを“指示”、第 2 ピアノは流れに乗って coda の旋律を奏する。 

　Allegro11）であることから“指示”は1小節1拍単位となるが、3拍目のアウフタクトに留意し、
Secondoと第2ピアノは、予備拍2小節を1小節1拍の3分割の拍感でとらえておかなければな
らない。以下の手順①および②で対応する【譜例5-3】。

① 第2ピアノはSecondoへ視線を送り、冒頭からのppを確認。
②  アウフタクトのppにアクセントが付かないように留意し、1小節1拍単位の2小節分の柔和

な予備拍を“指示”。

 

 

【譜例 5-2】2 台 6 手版：1～6  

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

    

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

Allegro11であることから“指示”は 1 小節 1 拍単位となるが、3 拍目のアウフタクトに留意し、

Secondo と第 2 ピアノは、予備拍 2 小節を 1 小節 1 拍の 3 分割の拍感でとらえておかなければな

らない。以下の手順①および②で対応する【譜例 5-3】。 
① 第 2 ピアノは Secondo へ視線を送り、冒頭からの pp を確認。 
② アウフタクトの pp にアクセントが付かないように留意し、1 小節 1 拍単位の 2 小節分の柔

和な予備拍を“指示”。 

 

【譜例 5-3】冒頭の主題より：1～4  

  全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 

 

 

(4)テンポの変化への対応 

第 2 楽章の 205 ではそれまでの Andante12から Più moto13への指示がある。 
小節線を跨ぐ急激なテンポの変化への対応には奏者間の十分な打合せが必要である。以下の手順

①～③で対応する【譜例 6】。 
① Secondo の 203 では 205 からの急激なテンポの変化を第 2 ピアノへ予感させる視線。 
② それまでの p からフレーズの終結音の 205 の As 音がテンポ変化と同時に pp となるため、 

Secondo は 204 の 3 拍目で視線を伴った柔和な“指示”を第 2 ピアノへ送る。 
③ Secondo は Più moto のテンポを“指示”、第 2 ピアノは流れに乗って coda の旋律を奏する。 

（4）テンポの変化への対応
　第2楽章の205ではそれまでのAndante12）からPiù moto13）への指示がある。
　小節線を跨ぐ急激なテンポの変化への対応には奏者間の十分な打合せが必要である。以下の手
順①～③で対応する【譜例6】。

① Secondoの203では205からの急激なテンポの変化を第2ピアノへ予感させる視線。
②  それまでのpからフレーズの終結音の205のAs音がテンポ変化と同時にppとなるため、

Secondoは204の3拍目で視線を伴った柔和な“指示”を第2ピアノへ送る。
③ SecondoはPiù motoのテンポを“指示”、第2ピアノは流れに乗ってcodaの旋律を奏する。

【譜例5-2】2台6手版：1～6　

【譜例5-3】冒頭の主題より：1～4

①

②
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【譜例 6】2 台 6 手版：203～208 

      全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
 

(5)連続するテンポの変化への対応 

第 4 楽章は 352 までの Allegro14に対し、353 から sempre più Allegro、355 から più stretto、362

から Presto15と連続するテンポの加速が指示されている。どのような手段でテンポを加速させるか

を奏者間で十分に検討しなければならない。特に 1 小節 2 拍単位から 1 小節 1 拍単位に移行させ

る“指示”が重要である。具体的には変奏された 350 から 361 の 4 小節単位のフレーズを踏まえ、

350 から 357 は 1 小節 2 拍単位の“指示”、358 からは 1 小節 1 拍単位の“指示”への移行が望

ましい。以下の手順①～④で対応する【譜例 7】。 
① 第 2 ピアノの 353 ではそれまでのテンポと同様の速さを保つ。 
② 第 2 ピアノの 354 からは視線を伴いながら 1 小節 2 拍単位で徐々に加速させる“指示”。 
③ 第 2 ピアノは 355 の più stretto に入り徐々に加速させる“指示”を 1 小節 2 拍単位で継続。 
④ 第 2 ピアノは 358 で 1 小節 2 拍単位から 1 小節 1 拍単位の“指示”に移行、徐々に加速さ

せながら Presto へ入る。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）連続するテンポの変化への対応
　第４楽章は352までのAllegro14）に対し、353からsempre più Allegro、355からpiù stretto、
362からPresto15）と連続するテンポの加速が指示されている。どのような手段でテンポを加速さ
せるかを奏者間で十分に検討しなければならない。特に1小節2拍単位から1小節1拍単位に移
行させる“指示”が重要である。具体的には変奏された350から361の４小節単位のフレーズを踏
まえ、350から357は1小節2拍単位の“指示”、358からは1小節1拍単位の“指示”への移行が
望ましい。以下の手順①～④で対応する【譜例７】。

① 第2ピアノの353ではそれまでのテンポと同様の速さを保つ。
② 第2ピアノの354からは視線を伴いながら1小節2拍単位で徐々に加速させる“指示”。
③ 第2ピアノは355のpiù strettoに入り徐々に加速させる“指示”を1小節2拍単位で継続。
④  第2ピアノは358で1小節2拍単位から1小節1拍単位の“指示”に移行、徐々に加速させ

ながらPrestoへ入る。

【譜例6】2台6手版：203～208

①

②
③
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【譜例 7】2 台 6 手版：349～365                

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 

【譜例7】2台6手版：349～365

①

② ③ ④
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3-2　２台6手アンサンブルとソルフェージュとの関連
　好ましいアンサンブルの実現のために、各奏者のソルフェージュ能力が問われることは言うまで
もない。ソルフェージュの観点から、本作品を有効に活用することもできる。
　鍵盤を奏することからいったん離れ、部分的に取り出し、テンポをとりながら歌ったりリズム読
みをすることで、お互いに聴き合ってテンポの統一を図るなど、音楽の基礎的能力に関わる学習
効果が期待できる。

（1）テンポの一貫性への対応
　第1楽章全体を通じて現れる“「運命」の動機”のテンポを維持することが肝要である。特に第
2主題に入るとテンポが遅くなる傾向に陥りやすいが、第2ピアノが奏する動機のテンポを維持す
べきである。63からのテンポを一貫させるための効果的な練習方法の一例として、第2主題を歌
いながら“「運命」の動機”をリズム打ちする練習を提案する【譜例8-1】【譜例8-2】。

 

 

3-2 2台 6手アンサンブルとソルフェージュとの関連 

 

好ましいアンサンブルの実現のために、各奏者のソルフェージュ能力が問われることは言うま

でもない。ソルフェージュの観点から、本作品を有効に活用することもできる。 
  鍵盤を奏することからいったん離れ、部分的に取り出し、テンポをとりながら歌ったりリズム

読みをすることで、お互いに聴き合ってテンポの統一を図るなど、音楽の基礎的能力に関わる学

習効果が期待できる。 
 

(1)テンポの一貫性への対応 

  第 1 楽章全体を通じて現れる“「運命」の動機”のテンポを維持することが肝要である。特に

第 2 主題に入るとテンポが遅くなる傾向に陥りやすいが、第 2 ピアノが奏する動機のテンポを維

持すべきである。63 からのテンポを一貫させるための効果的な練習方法の一例として、第 2 主題

を歌いながら“「運命」の動機”をリズム打ちする練習を提案する【譜例 8-1】【譜例 8-2】。 
【譜例 8-1】2 台 6 手版：57～80   

      全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【譜例8-1】2台6手版：57～80
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　（2）緻密なアンサンブルへの対応
　たとえば、第2楽章のカノン風に書かれた128アウフタクトからは、全曲の中でも大変デリケー
トで粗末にできない部分である【譜例9-1】。オーケストラ版で木管楽器によって奏される旋律が、
間宮の編曲版では各ピアノ奏者によって演奏される。例えば、【譜例9-2】に示したように135か
ら138では3本の旋律を実際に声に出して歌い、1本の旋律をピアノで弾いて合せてみる。また互
いのパートを随時入れ替えて練習する。その際、リズム、音程、テンポ、アーティキュレーション
などに留意しながら、互いのパートをよく聴き合い、カノン風のしくみを把握することが肝要であ
る。更に高い音域を1オクターブ下げて歌う工夫や、音高をつけずにリズム読みをすることも必要
である。また、この部分には転調が見られることから、変イ長調、変ホ長調、それぞれの部分を、
固定ド、移動ドの両方で歌ってみることも有益であろう。

 

 

【譜例 8-2】 

練習提案 1. リズム打ち練習：59～70 

 
練習提案 2. リズム打ち練習：59～70 

 

  (2)緻密なアンサンブルへの対応 

たとえば、第 2 楽章のカノン風に書かれた 128 アウフタクトからは、全曲の中でも大変デリケ

ートで粗末にできない部分である【譜例 9-1】。オーケストラ版で木管楽器によって奏される旋

律が、間宮の編曲版では各奏者によって演奏される。例えば、【譜例 9-2】に示したように 135

から 138 では 3 本の旋律を実際に声に出して歌い、1 本の旋律をピアノで弾いて合せてみる。ま

た互いのパートを随時入れ替えて練習する。その際、リズム、音程、テンポ、アーティキュレー

ションなどに留意しながら、互いのパートをよく聴き合い、カノン風のしくみを把握することが

肝要である。更に高い音域を 1 オクターブ下げて歌う工夫や、音高をつけずにリズム読みをする

ことも必要である。また、この部分には転調が見られることから、変イ長調、変ホ長調、それぞ

れの部分を、固定ド、移動ドの両方で歌ってみることも有益であろう。 
 

【譜例8-2】
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【譜例 9-1】2 台 6 手版：123～146 

全音楽譜出版社刊 間宮芳生編曲 ベートーヴェン交響曲第 5 番［2 台 6 手のための］ 

 

 
 
【譜例 9-2】練習提案：135～138 

 
 

 

 

【譜例9-1】2台6手版：123～146
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4．考察

　現行の中学校教諭1種免許状（音楽）・高等学校教諭1種免許状（音楽）取得における教科に関
する科目として、“ソルフェージュ”、“声楽（合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む。）”、“器楽（合
奏及び伴奏並びに和楽器を含む。）”、“指揮法”、“音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）及び音楽史

（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）”の単位取得が必須となっている。
　３．事例で検討した結果、ベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕の学習
には、教科に関する科目の中の“器楽”におけるピアノ実技と合奏のみならず、“指揮法”と“ソ
ルフェージュ”の学習要素も含まれ、個々の縦割りの学びではない横断的な学びの確認ができた。
具体的には、指揮者的役割が課せられるピアノ奏者の指揮に関する知見の習得、そして、お互い
に聴き合ってテンポの統一を図るなど、音楽の基礎的能力に関わるソルフェージュ能力向上への
活用である。
　現在、学習指導要領の改訂が進行中であるが、平成28年12月21日付け中央教育審議会「幼稚園、
小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び方策等について（答申）」
の中で改訂のポイントとして次の3点が挙げられている。

　「音楽科、芸術科（音楽）で育成を目指す資質・能力について、「知識・技能」、「思考力・判断力・
表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱は相互に関連し合い、一体となって働くこ
とが重要である。このため、必ずしも、別々に分けて育成したり、「知識・技能」を習得してから「思
考力・判断力・表現力等」を身に付けるといった順序性を持って育成したりするものではないこと
に留意する必要がある。」16）

　上記を踏まえ、ベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕のピアノ実技指導
における学習意義を、指揮とソルフェージュの2点に着目して考察した結果、上記の「三つの
柱」17）に次のような関連を見出した。
　ピアノ独奏曲の実技指導においては、その内容がピアノ奏法のみに偏る傾向があるが、間宮芳
生編曲のベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》の場合、3人の奏者によるピアノ2台6手という
アンサンブルであることから、指揮に関する知見やソルフェージュ能力など幅広い「知識・技
能」18）が問われる。たとえば、指揮においては、本編曲の楽章冒頭のユニゾンやアウフタクトへの
対応、急激なテンポの変化や連続するテンポの変化への対応、ソルフェージュにおいては、本編
曲を歌やリズム打ちなどのソルフェージュ課題として活用することにより、互いに聴き合う、テン
ポを統一する、リズムや音程を正確に表現する、曲のしくみを把握する能力の向上が期待できる。
更に、楽曲に関する個々人の異なる考え方を一つの表現にまとめ上げるには、3人の「思考力・
判断力・表現力等」19）が求められる。たとえば、フェルマータの長さの決定、テンポの変化への対
応ではどこからどのようにテンポを変化させるのか、3人でよく話し合いながら、他者の考えを受
け入れ、複数の考えを統一しなければならない。奏者の一人が指揮者の役割を担う、視線を伴う“指
示”については奏者間の信頼関係にもつながる。奏者間のこのような姿勢は「学びに向かう力・
人間性等」20）にも該当する。
　幼少期からのピアノ学習は個の技量向上を中心に展開されている。言うまでもなく、個の技量
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が備わっていなければ複数の奏者とのピアノアンサンブルは実現しない。つまり、奏者それぞれ
が個の技量を備え、且つ奏者間の緻密な音楽的コミュニケーションを図ることが求められる。本
研究では、ピアノ奏者3人のアンサンブル能力に関わる視点として、“2台6手のアンサンブルと
指揮との関連”、および“2台6手アンサンブルとソルフェージュとの関連”の2つの学びに焦点
をあてたが、間宮芳生編曲によるベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕は、

“指揮との関連”における指揮の知見に基づく対応手順、“ソルフェージュとの関連”における練
習方法の工夫など、3人の奏者が奏者間の緻密な音楽的コミュニケーションを図りながら各々の
実技能力を高める要素を包含する編曲作品であるという検討結果が得られた。

5．まとめ

　本研究において、ピアノ奏者3人のアンサンブル能力に関わる視点として、“2台6手のアンサ
ンブルと指揮との関連”、および“2台6手アンサンブルとソルフェージュとの関連”の2つの学
びに焦点をあて、間宮芳生編曲によるベートーヴェン《交響曲第5番Op.67》〔2台6手のための〕
の学習意義を検討した結果、横断的な学習における有効性を見出すことができた。
　更に新学習指導要領に示された「三つの柱」21）にもその学習意義が合致することから、教員養成
課程音楽専攻生のピアノ実技指導に適した教材であることが確認できた。
　今後の課題であるが、『教員養成課程音楽専攻生のピアノ実技指導に関する一考察（2）』として
実際に本編曲を学生に演奏させることにより、“2台6手のアンサンブルと指揮との関連”、および

“2台6手アンサンブルとソルフェージュとの関連”を被験者がどのように学び、どのように演奏
に反映させていくかを検討する予定である。
　加えて、オーケストラスコアと2台6手編曲楽譜との比較を行い、本論では触れられなかった“音
楽理論・作曲法（編曲法を含む）”にも着目したい。更には、作品の背景など“音楽史”の学習意
義も含まれていると推測し、新学習指導要領の内容を踏まえながら研究を進めたい。

　本研究は、蛭多・兼重で企画・構成、“1．はじめに”を蛭多・兼重、“2．教員養成課程音楽
専攻生の学びにおける『運命』の学習意義”を兼重、“3．事例　3-1　2台6手アンサンブルと
指揮との関連”を兼重、“3．事例　3-2　2台6手アンサンブルとソルフェージュとの関連”を
蛭多、“４．考察”および“5．まとめ”を蛭多・兼重が執筆した。

注
1） 間宮芳生〈1929～〉：東京音楽学校（現　東京藝術大学音楽学部）卒業後、東京藝術大学、桐朋学園

大学にて教鞭をとる一方で、オーケストラ作品、室内楽曲、ピアノ独奏曲、合唱曲、オペラなど多岐
にわたる創作活動を続けている日本を代表する作曲家である。（参考：間宮芳生編曲ベートーヴェン
交響曲第5番〔2台6手のための〕（2016）全音楽譜出版社）

2） 田村宏〈1923～2011〉：東京音楽学校（現　東京藝術大学音楽学部）卒業後、1947年より東京藝術大
学にて後進の指導にあたる傍ら、日本を代表するピアニスト、室内楽奏者として昭和から平成にかけ
て活躍した日本ピアノ界の重鎮である。（参考：“田村宏メモリアルコンサート”2016.3.21 東京文化
会館小ホール　プログラム）

3） 田村宏『ある長老ピアニストのひとりごと』執筆協力　萩谷由喜子　ショパン（2009）p.104



‒ 88 ‒

４） 間宮芳生編曲ベートーヴェン交響曲第5番〔2台6手のための〕全音楽譜出版社（2016）p.8
5） “田村宏メモリアルコンサート”2016.3.21 東京文化会館小ホール　プログラムより
6） 小山実稚恵〈1959～〉：東京藝術大学附属高校、同大学音楽学部を経て、同大学院修了。チャイコフ

スキー、ショパンの2大国際コンクールに入賞。2005年度文化庁芸術祭音楽部門大賞、2017年芸術
選奨文部科学大臣賞など受賞も数多く、日本を代表するピアニストとして第一線で活躍している。（参
考：“田村宏メモリアルコンサート”2016.3.21 東京文化会館小ホール　プログラム）

７） 兼重直文・蓼沼恵美子・蛭多令子・前田美由紀・蓼沼明美・田村径子・小山実稚恵・本多昌子・若林
顕。

８） 第1楽章：蓼沼恵美子／蓼沼明美／本多昌子、第2楽章：兼重直文／蛭多令子／前田美由紀、第3楽
章＆第４楽章：田村径子／小山実稚恵／若林顕によって初演された。

９） ベートーヴェンは  = 108を指示している。
10） その音符（休符）をほどよく延ばす。（参考：小原光一ほか14名『中学生の音楽2・3上』教育芸術

社 2016 p.79）
11） ベートーヴェンは  = 96を指示している。
12） ベートーヴェンは = 92を指示している。
13） ベートーヴェンは = 116を要求している。
14） ベートーヴェンは = 84を指示している。
15） ベートーヴェンは = 112を要求している。
16） 文部科学省『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善及び必要な

方策等について（答申）中教審第197号　平成28年12月21日』第2部　第2章　７．音楽、芸術（音楽）
　（1）現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた音楽科、芸術科（音楽）の目標の在り方　②課題を踏
まえた音楽科、芸術科（音楽）の目標の在り方、中央教育審議会　p.161 〈http://www.mext.go.jp/
b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf〉
2016.3.1

17） 同上
18） 同上
19） 同上
20） 同上
21） 同上
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